
令和８年 10 月 

横浜市資源循環局 

 

保土ケ谷工場再整備事業 新築工事説明会 

において頂いたご意見・ご質問に対する本市の見解・回答について 

 

１ 住民説明会の開催状況 

 

日時 場所 参加人数 

10 月９日(金) 実習展示室 

（環境活動支援センター内） 
17 名 

10 月 10 日(土) 

 

２ 頂いたご意見・ご質問とそれに対する本市の見解・回答 

  保土ケ谷工場再整備事業 新築工事説明会において、地域の方々から、様々なご意見・ご質

問を頂きました。頂いたご意見・ご質問の要旨と、それに対する本市の見解・回答を以下にお

示しします。 

 

(1) 事業概要について 

ご意見・ご質問の要旨 本市の見解・回答 

横浜市内のごみ処理の今後の計画に

ついて、教えてほしい。 

現状、4 つの工場（鶴見工場、金沢工場、旭工場、都筑工

場）が稼働しています。このうち、旭工場は、令和９年度

末で休止する予定です。また、保土ケ谷工場の稼働後は、

最も老朽化が進んでいる都筑工場が休止する予定であるた

め、将来的には、3 つの工場（保土ケ谷工場、鶴見工場、

金沢工場）でごみの処理を行っていく計画です。 

EV 車を活用した地域防災拠点への電

気供給について、充電に使用する EV

車は、非常時のみ配置されるのか、

それとも平時から工場内に配置され

るのか教えてほしい。 

EV 車は、バッテリーとしての活用を考えており、災害によ

る停電時には、EV 車にコンセントを差して電気を供給する

ことを想定しています。そのため、現時点では、平時から

EV 車を配置することはイメージしていませんが、将来的に

は、現在使用している業務車（公用車）が EV 車に置き換わ

る可能性はあります。 

大規模災害時でも工場が稼働してい

るとのことだが、煙突が倒壊するこ

とはないのか。また、万が一、煙突

が倒壊した場合の影響範囲は、確認

しているのか。 

煙突は、通常の設計でも震度７の地震に耐えられる構造と

していますが、保土ケ谷工場では、さらに設計時の地震力

を 1.25 倍に割増して耐震性を高めています。そのため、煙

突が倒壊しないことを前提に計画していますが、万が一の

場合の影響範囲については、確認・検討します。 



保土ケ谷工場が完成後、中継輸送施

設は解体するのか。また、その後の

利用方法について伺いたい。 

中継輸送施設の今後の利用方法については、未定となりま

す。引き続き検討を進めていきます。 

 

 

(2) 新築工事について 

項目 ご意見・ご質問の要旨 本市の見解・回答 

騒音・振

動対策 

工事で発生する振動は、体に感じる

ようなものなのか。 

自主管理値の 70dB は、一般的に約半数の方が

振動を認識する値と言われています。なお、こ

の値は、敷地境界での管理値であり、振動は発

生源から離れるほどに小さくなるため、皆さま

のお宅で感じられる振動は、敷地境界での値よ

りもさらに小さなものであると考えています。 

騒音・振

動対策 

解体工事では、マンションへの音の

反響等により、騒音が大きくなって

いる場所もある。新築工事では、騒

音対策に配慮した計画で進めてほし

い。 

ご迷惑おかけして申し訳ありません。新築工事

になると解体のような建物の取壊しは少なくな

るため、騒音の発生は小さくなると考えていま

すが、引き続き騒音対策を講じていきます。 

作業日及

び作業時

間 

作業開始時間である午前 8 時以前に

も工事車両の出入りはあるのか。 

また、トンネル内でハンプ（速度抑

制用の凸部）通過後の加速に伴うエ

ンジン音がトンネルに大きく反響し

ている。車両の速度や急加速には注

意してほしい。 

ご迷惑おかけして申し訳ありません。作業が午

前 8 時から開始するため、作業員の通勤車両な

どは、その前に現場に来場しています。車両の

速度については、改めて関係者に周知を行い、

急加速等を行わないよう努めてまいります。 

 

 

（3）お知らせ事項（関連工事、その他） 

項目 ご意見・ご質問の要旨 本市の見解・回答 

関連工事 公園内の関連工事として、ガス管の

新設があるが、ガスは何に使用する

のか。 

ガスは、焼却炉の立上げや立下げの際に使用し

ます。旧保土ケ谷工場では、燃料（灯油）を使

用していましたが、新工場では環境に配慮し、

都市ガスに変更するためガス管を新設します。 

関連工事 以前、公園の温室に工場から蒸気を

供給していたが、今後はどうなるの

か。 

以前に蒸気を供給していたことは承知していま

すが、今回は公園の所管部署とも協議した結

果、温室への蒸気供給は行わない方針としてい

ます。 



関連工事 児童遊園地内のインフラ本工事につ

いて、D 工区は通行止めになるのか。 

その区間が通行止めとなると、階段

を使用するルートとなるため、D 工区

を工事する際は、工場の脇道を休日

も開放してほしい。 

D 工区の全域ではなく、部分的な通行止めを想

定しています。D 工区の作業手順は、今後詳細

を検討するため、脇道の開放や、日曜日は作業

区間を通行できるようにするなど、皆さまのご

迷惑にならないよう検討を進めていきます。 

その他 

 

トンネル内の清掃は定期的に実施し

ているのか。 

清掃は実施していますが、定期的に行っている

ものではありません。落ち葉の状況等、何かご

意見がありましたら、ご連絡ください。 

その他 「説明会のお知らせ」の配布範囲に

ついて教えてほしい。 

工場の敷地境界から、概ね 100ｍの範囲内にお

住まいの方を対象に配布しています。 

その他 今後、説明会は開催しないのか。 現在、開催が決定しているものはありません

が、竣工まで約 4 年間あるため、工事内容の変

更など、説明が必要な事項が生じた場合には、

必要に応じて開催してまいります。 

 




